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 「なにたべたい。」 

 「ばあちゃんのしおむすびー。」 

 じっかにとまりに行くと、お昼はいつもこんなかんじできまります。ばあちゃ

んは、 

「あらーしおやりすぎたなー。」 

とわらいながら、おにぎりをもってきます。みんなでたべてみると、みんなのか

おはおもしろいかおをしていました。 

 ばあちゃんのしおむすびは、すんごくしょっぱい。中にうめぼしが入っていな

いのにしょっぱい。でも、いとこもおにいちゃん、おねえちゃんもわたしもこの

しおむすびが大すきです。しおむすびがあれば、大すきなおにくのおかずがなく

ても大じょうぶです。 

 おうちで、お母さんにしおむすびを作ってもらったら、ぜんぜんしょっぱくな

い。お母さん、しおわすれちゃったのかなーと思ったからきいてみたら、 

 「ばあちゃんのようなしおむすびはつくれないね。やっぱり、ばあちゃんにし

か出せないあじなんだね。」 

 っていってました。わたしも、ばあちゃんにしか出せないあじだと思います。 

 わたしのおうちではおこめを作っています。春にみんなでたねまきをして５月

には田うえをしました。わたしは、土を入れるかかりと、おやつを出すかかりで

した。今は田んぼで元気にそだっています。あきになればいねをかるから、また

お手つだいをしようと思っています。そしたら、きっとおいしいおこめが出きる

と思います。 

 おこめが出きたら、わたしはみんなにおにぎりを作ってあげたいです。中みは、

わたしのすきなツナとサケにしようと思いました。そして、ばあちゃんのような、

みんなのかおがおもしろいかおになるような、しょっぱいおにぎりも作って、そ

れをこんどはばあちゃんにたべてもらいたいです。 

  


